
大
阪
会
場
で
は
、
奈
良
、
和
歌
山
も

含
め
一
級
か
ら
三
級
ま
で
三
五
名
が
同

じ
教
室
で
受
験
し
ま
し
た
。
欠
席
は
一

名
。
開
始
二
〇
分
前
に
は
ほ
ぼ
全
員
が

そ
ろ
い
、
シ
ー
ン
と
し
た
雰
囲
気
で
開

始
を
待
ち
ま
し
た
。
十
五
時
ぴ
っ
た
り

に
始
ま
り
各
自
真
剣
に
問
題
に
取
り
組

み
ま
す
。

受
験
ク
ラ
ス
で
は
、
二
級
が
十
四
名

で
一
番
多
く
、
二
級
を
二
度
目
と
い
う

方
も
い
ま
し
た
。
男
女
比
で
は
、
女
性

は
、
五
名
で
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
。
年
齢

構
成
は
、
二
十
代
か
ら
三
十
、
四
十
、

五
十
、
六
十
、
七
十
と
八
十
代
ま
で
最

高
齢
は
八
二
歳
、
最
年
少
二
〇
歳
で
と

も
に
男
性
。

ア
ン
ケ
ー

ト
用
紙
は
ほ

と
ん
ど
の
人

が
提
出
さ
れ
、

「
試
験
会
場

が
わ
か
り
や

す
い
」
「
試

験
の
緊
張
感

が
な
ん
と
も

言
え
ず
良
い
。

会
場
が
予
備
校
と
い
う
の
も
な
お
よ
い
。

受
験
生
気
分
で
す
。
」
（
八
二
才
最
高

齢
一
級
受
験
生
）
、
「
問
題
集
丸
暗
記

の
学
習
で
し
た
か
ら
、
今
回
は
迷
い
ま

し
た
」
「
隣
国
の
中
国
を
理
解
す
る
の

は
重
要
だ
と
思
っ
た
。
検
定
を
通
し
て

互
い
の
共
通
点
相
違
点
が
よ
く
わ
か
っ

た
」
「
う
ろ
覚
え
で
は
迷
い
ま
す
。
歴

史
や
文
化
の
流
れ
と
関
連
付
け
て
学
ば

な
い
と
い
け
な
い
」
、
「
中
国
に
つ
い

て
は
、
一
般
教
養
程
度
し
か
知
ら
な
か
っ

た
が
、
検
定
で
知
識
が
深
ま
っ
た
。
」

（
二
〇
才
最
年
少
受
験
生
）
「
（
い
い

企
画
な
の
に
）
受
験
生
が
少
な
す
ぎ
る
、

入
門
コ
ー
ス
も
設
け
て
若
者
の
受
験
を

促
す
べ
き
」
な
ど
、
受
験
し
た
方
か
ら

の
要
望
・
提
案
の
積
極
的
な
感
想
が
あ

り
ま
し
た
。

（
松
尾

豊
）
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府連通信

１０月２３日～２８日 ５泊６日

西安：世界遺産・始皇帝と兵馬俑、楊貴妃、

漢の皇帝・武帝の墓など

延安：エドガースノーがインタビューをした

毛沢東故居、革命記念館など

企画：日中友好協会大阪府連合会

西安・延安を巡る周遊・学習の旅

１
０
６
期
中
国
語
教
室
が
開
講
し

ま
し
た
。
受
講
生
が
増
え
ず
、
引
き

続
き
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
初
級
教
室
が
開
催
で
き
る

見
込
み
に
な
り
ま
し
た
。
受
講
中
の

生
徒
さ
ん
の
紹
介
に
よ
る
も
の
で
す
。

中
国
語
を
学
習
す
る
こ
と
は
中
国

文
化
を
理
解
す
る
、
普
及

す
る
う
え
で
重
要
で
あ
る

だ
け
で
な
く
、
大
阪
府
連

の
豊
か
な
活
動
を
支
え
る

大
き
な
経
済
的
基
盤
を
作

る
こ
と
に
ほ
か
な
り
ま
せ

ん
。
途
中
入
学
も
大
歓
迎

で
す
。
知
り
合
い
の
方
を

ご
紹
介
く
だ
さ
い
！

三
月
二
二
日
（
水
）
近
隣
の
ビ
ル

の
事
務
所
に
宣
伝
ビ
ラ
を
ポ
ス
テ
ィ

ン
グ
し
ま
し
た
。
終
了
後
、
ダ
イ
コ

ク
ド
ラ
ッ
グ
前
で
宣
伝
行
動
を
行
い

ま
し
た
。
「
日
中
友
好
協
会
で
勉
強

す
る
中
国
語
は
台
湾
で
も
大
丈
夫
で

す
か
？
」
な
ど
問
い
合
わ
せ
が
あ
り

ま
し
た
。

三
月
二
六
日
（
日
）
中

国
語
検
定
会
場
（
関
西
大

学
）
前
で
宣
伝
行
動
を
行

い
ま
し
た
。
常
任
理
事
の

ほ
か
今
年
も
西
支
部
か
ら

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
は
例
年
に
な
く
受
験

生
と
対
話
が
た
く
さ
ん
で

き
ま
し
た
。
突
然
、
中
国
語
で
話
し

か
け
て
来
た
受
験
生
。
梅
田
の
と
て

も
便
利
な
と
こ
ろ
に
あ
り
、
き
め
細

か
い
ク
ラ
ス
編
成
、
１
０
５
期
の
実

績
な
ど
説
明
し
ま
し
た
が
、
聞
き
取

れ
た
か
な
？
滞
在
九
年
目
に
な
る
中

国
人
女
性
が
『
準
一
級
』
を
受
験
し

た
と
の
こ
と
。
ビ
ラ
を
ま
き
な
が
ら

「
な
ん
で
中
国
人
が
？
就
職
に
有
利

に
な
る
ん
や
ろ
か
？
」

試
験
監
督
は
ほ
と
ん
ど
が
中
国
人

留
学
生
。
今
年
の
受
験
生
の
規
模
を

聞
い
て
み
る
と
、
午
前
（
準
四
級
、

三
級
、
準
一
級
）
２
０
０
～
４
０
０

人
、
午
後
（
四
級
、
二
級
、
一
級
）

２
０
０
～
４
０
０
人
。
と
聞
く
人
に

よ
っ
て
幅
が
あ
り
ま
し
た
が
、
数
年

前
か
ら
は
間
違
い
な
く
増
え
て
い
る
！

そ
う
で
す
。

（
石
井

勉
）

８
２
才
か
ら
２
０
才
ま
で
緊
張
感
の
中

「
中
国
百
科
検
定
」
試
験
に
挑
む

５月１７日（水）18：30～（開場18：00）

エルおおさか南館 ５階ホール
講師：緒方靖夫日本共産党幹部会副委員長・国際

委員会責任者 参加費（資料代）：１０００円 先着順

平和・国際友好団体共同講演会

世界はどう動いているか
反核のうねりから見る

会
員
の
受
講
と
友
人
の
紹
介
を

中
国
語
講
座
開
講

途
中
入
学
も
歓
迎

府連教室はあなたを待っています

三
月
五
日
大
阪
府
連
女
性
部
の
相

談
会
を
行
い
ま
し
た
。
副
会
長
の
小

林
徳
子
さ
ん
を
中
心
に
、
「
元
気
な

楽
し
い
女
性
部
を
創
ろ
う
」
と
参
加

し
た
六
名
は
夢
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

「
わ
た
し
た
ち
女
性
会
員
が
元
気

な
ら
男
性
会
員
さ
ん
は
、
も
っ
と
も
っ

と
頑
張
っ
て
頂
け
る
の
で
は
？
」

と
思
っ
た
の
は
筆
者
だ
け
で
は
な

い
は
ず
。

（
坂
手
日
登
美
）

女
性
会
員
が
相
談
会



２
０
１
７
年
全
人
代
は
「
国
内
外
の

諸
矛
盾
が
相
乗
的
に
累
積
し
て
い
る
」

と
い
う
情
勢
認
識
に
立
っ
て
い
ま
す
。

国
際
情
勢
で
は
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領

の
登
場
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
脱
退
に
象

徴
さ
れ
る
孤
立
主
義
、
保
護
主
義
、
ポ

ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
台
頭
。
国
内
情
勢
で
は

人
民
元
為
替
レ
ー
ト
の
不
安
定
な
動
き

や
忍
び
寄
る
金
融
・
債
務
危
機
を
意
識

し
た
も
の
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
２
０
１

７
年
の
政
策
基
調
は
「
穏
中
求
進
」

（
緩
や
か
に
慎
重
に
前
進
）
を
掲
げ
て

い
ま
す
。

２
０
１
６
年
は
「
第
一
の
１
０
０
年
」

を
迎
え
る
第
十
三
次
五
カ
年
計
画
（
２

０
１
６
～
党
創
立
１
０
０
年
目
の
２
０

２
０
年
）
の
ス
タ
ー
ト
年
。
す
で
に
方

針
は
定
ま
っ
て
い
ま
す
。
世
界
第
二
位

の
経
済
大
国
と
は
な
っ
て
も
「
一
人
当

た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
」
は
な
お
世
界
八
〇
位
。

ま
さ
に
「
中
所
得
国
」
で
す
。
２
０
１

５
、
１
６
年
の
全
人
代
は
「
中
所
得
国

の
ワ
ナ
」
を
克
服
す
る
と
い
う
直
接
的

表
現
が
目
立
ち
ま
し
た
。

２
０
１
７
年
は
そ
の
表
現
こ
そ
あ
り

ま
せ
ん
が
、
政
策
内
容
は
引
き
継
が
れ

て
い
ま
す
。
中
所
得
国
が
持
続
的
成
長

の
軌
道
に
乗
る
に
は
高
い
生
産
性
・
効

率
性
（
技
術
創
新
）
を
実
現
し
、
既
得

権
益
層
の
安
住
主
義
と
改
革
へ
の
抵
抗

を
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

量
か
ら
質
へ
、
投
資
一
辺
倒
か
ら
の
脱

却
、
環
境
汚
染
の
克
服
、
汚
職
と
腐
敗

の
一
掃
、
貧
困
の
根
絶
と
社
会
保
障
の

充
実
と
い
う
経
済
・
社
会
レ
ベ
ル
の
構

造
変
革
（
い
わ
ゆ
る
「
新
常
態
」
）
は

着
手
さ
れ
た
ば
か
り
で
す
。

２
０
１
７
年
方
針
で
最
も
強
調
さ
れ

て
い
る
重
点
政
策
の
数
値
は
図
に
示
さ

れ
る
通
り
。
「
小
康
水
準
」
全
面
達
成

へ
の
並
々
な
ら
ぬ
決
意
が
数
値
化
さ
れ

て
い
ま
す
。

秋
に
は
共
産
党
十
九
回
大
会
が
開
催

さ
れ
、
「
第
二
の
１
０
０
年
」
（
中
華

人
民
共
和
国
建
国
１
０
０
年
）
の
大
目

標
「
中
国
の
先
進
国
化
」
を
足
固
め
す

る
リ
ー
ダ
ー
を
選
出
し
ま
す
。
「
核
心
」

習
近
平
氏
へ
の
求
心
力
を
強
め
る
動
き

も
目
立
ち
ま
し
た
。

(

山
本
恒
人)

東
大
阪
支
部
は
、
三
月
十
七
日

十
時
半
か
ら
四
時
ま
で
餃
子
会
を
開
催

し
、
作
り
方
の
勉
強
と
合
せ
て
楽
し
い

餃
子
の
食
事
会
を
実
施
し
ま

し
た
。
参
加
は
中
国
の
方
六

名
、
会
員
十
名
。
餃
子
料
理

の
専
門
家
、
浦
田
供
義
さ
ん

ご
夫
妻
が
指
導
さ
れ
餃
子
包

皮
の
作
成
法
、
調
味
内
容
、

包
み
方
、
保
存
方
法
な
ど
詳

し
く
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

水
餃
子
の
調
理
後
は
楽
し

い
試
食
会
、
自
己
紹
介
や
生

活
体
験
な
ど
の
交
流
を
行
い

ま
し
た
。
帰
国
者
は
中
国
滞
在
の
経
験

な
ど
、
中
国
の
友
人
は
日
本
で
の
生
活

実
態
な
ど
を
話
さ
れ
忌
憚
の
な
い
交
流

と
な
り
ま
し
た
。
調
理
個
数
は
一
人
分

三
十
個
の
割
合
で
合
計
４
８
０
個
、
各

自
持
ち
帰
り
分
も
あ
り
、
感
謝
し
な
が

ら
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

(

副
支
部
長

北
郷
栄
要)

大
阪
西
支
部
は
、

三
年
も
雨
で
中
止
に

な
っ
た
靭
公
園
で
の
お

花
見
、
快
晴
に
恵
ま
れ

桜
の
花
が
三
分
咲
き
、

持
ち
寄
り
一
品
に
ビ
ー

ル
や
お
酒
と
最
高
の
お

花
見
で
し
た
。

食
後
は
恒
例
の
太
極

拳
、
扇
や
２
４
式
、
４
８
式
、
陳
式
と

披
露
し
周
り
の
花
見
客
も
注
目
し
て
い

ま
し
た
。

春
か
ら
夏
へ
の
行
事
予
定

＊
五
月
十
三
日
（
土
）
～
十
四
日
（
日
）

太
極
拳
攻
防
講
座
Ⅵ
石
清
水
体
育
館

＊
六
月
三
日
（
土
）
～
四
日
（
日
）

日
中
友
好
協
会
第
六
六
回
大
会

東
京
都
内
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

＊
六
月
二
五
日
（
日
）
午
後
二
時
か
ら

西
支
部
き
り
え
講
習
会

＊
七
月
二
日
（
日
）

日
中
大
阪
府
連
第
六
三
回
大
会

大
阪
市
内
で
開
催
し
ま
す
。

＊
七
月
七
日
（
金
）
盧
溝
橋
事
件
勃
発

１
９
３
７
年
か
ら
八
〇
周
年

不
再
戦
平
和
・
七
・
七
行
動
日
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大
阪
府
連
で
は
中
国
ツ
ア
ー
を

二
つ
企
画
し
て
い
ま
す
。

ひ
と
つ
は
、
他
団
体
と
合
同
で

韓
国
・
中
国
・
ロ
シ
ア
を
６
月
に

訪
問
し
ま
す
。
北
東
ア
ジ
ア
の
平

和
の
旅
と
し
て
、
過
去
を
学
び
未

来
を
考
え
、
３
カ
国
を
巡
り
ま
す
。

中

国
東
北

部
地
域

は
映
画

、

「
ソ
満
国
境
１
５
歳
の
夏
」
の
舞

台
と
な
っ
た
、
東
寧
・
石
頭
を
巡

り
、
な
か
に
し
礼
さ
ん
の
出
生
地

連
載
小
説
「
夜
の
歌
」
に
も
あ
る

牡
丹
江
か
ら
、
ロ
シ
ア
の
国
境
地
・

綏
芬
河
を
巡
り
ま
す
。

綏
芬
河
は
シ
ベ
リ
ア
抑
留
さ
れ

て
い
た
、
元
日
本
兵
が
瀋
陽
の
撫

順
戦
犯
管
理
所
へ
送
ら
れ
る
時
に
、

当
時
の
ソ
連
側
か
ら
引
き
渡
さ
れ

た
場
で
す
。
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
は
、

綏
芬
河
ま
で
貨
物
車
で
し
た
が
、

中
国
側
で
は
白
い
シ
ー
ト
の
客
車

を
準
備
、
鬼
か
ら
人
間
に
変
わ
る

第
一
歩
を
記
し
た
歴
史
的
な
地
で

す
。
す
で
に
申
し
込
み
は
３
５
名

を
越
え
、
数
名
の
キ
ャ
ン
セ
ル
待

ち
で
す
。
出
発
前
に
二
回
の
学
習

会
を
計
画
中
で
す
。

１
０
月
に
は
西
安
・
延
安
を
五

泊
六
日
で
巡
り
ま
す
。
西
安
は
昨

年
「
兵
馬
俑
」
学
習
会
を
行
い
、

実
物
の
一
端
を
見
学
し
ま
し
た
。

ま
た
抗
日
の
統
一
戦
線
が
図
ら
れ

た
、
歴
史
的
な
場
所
を
見
学
す
る

予
定
で
す
。
延
安
は
中
国
革
命
の

根
拠
地
で
も
あ
り
ま
す
が
、
日
本

兵
捕
虜
を
教
育
し
た
場
所
で
も
あ

り
、
反
戦
同
盟
が
結
成
さ
れ
て
今

年
が
７
５
年
目
に
あ
た
り
ま
す
。

侵
略
戦
争
だ
と
教
え
ら
れ
た
日
本

兵
が
、
帰
国
後
日
本
の
混
乱
期
に
、

様
々
な
活
躍
を
さ
れ
た
ス
タ
ー
ト

地
点
で
す
。
改
め
て
平
和
の
尊
さ

を
教
え
て
く
れ
る
場
所
で
も
あ
り

ま
す
。

(

平
松
悦
雄)

北
東
ア
ジ
ア
を
巡
る
二
つ
の
旅
を
企
画

餃
子
会
や
花
見
で
交
流

２
０
１
７

全
国
人
民
代
表
大
会
が
示
す
も
の

「
穏
中
求
進
」
緩
や
か
に
慎
重
に
前
進

昨年大阪での兵馬俑展


